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コンドリアの膜電位が低下すると PINK1がミトコンドリア上で SARM1，TRAF6と複合体を形成する．③ SARM1，TRAF6によって
PINK1は Lys63鎖型のユビキチン化修飾をうける．④ユビキチン化によって PINK1は損傷ミトコンドリア上で安定化し，蓄積する．
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